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 機械器具 62 歯科用切削器  
管理医療機器 能動型機器接続歯面清掃用器具 70707022 

（一般医療機器 歯面研磨材 70904000） 

「カボ プロフィーフレックス ３」 の付属品 
ペリオチップ スターターセット、レフィル用ペリオチップ  

再使用禁止（歯面研磨材） 

 

【禁忌・禁止】 
［適用対象（患者）］ 

以下の患者には使用しないこと。 

・歯肉縁下の深さが 5 mm を超える患者、及び歯根からの歯周ポ 

ケット底部までが 3 mm 未満の患者。[空気塞栓症や皮下気腫 

を起こすおそれのため] 

・エアスケーラ、超音波スケーラ、もしくはハンドインスツル 

メントによる歯周病の初期治療から 1～3 週間未満の患者。 

[空気塞栓症や皮下気腫を起こすおそれのため]  

・歯面研摩材の成分あるいは類似成分に対して発疹、皮膚炎な 

どの過敏症の既往歴のある患者。 

・根尖病巣、または歯根面う蝕のある患者。[空気塞栓症や皮下 

気腫を起こすおそれのため]  

・呼吸器系疾患のある患者。［呼吸困難を起こすおそれのため］ 

・口腔内に傷や異常の認められる患者。[空気塞栓症や皮下気腫 

を起こすおそれのため] 

・口腔内に充血、出血、炎症等が認められる患者。[空気塞栓症 

や皮下気腫を起こすおそれのため] 

[併用禁忌] 

・ペリオチップはプロフィー ペリオパウダー以外の歯面 

研磨材と使用しないこと。[歯肉損傷を起こすおそれのため] 

[使用方法] 

・歯面研磨材を再使用しないこと。 

・象牙質、歯根、脱灰したエナメル質、補綴物辺縁部及びその 

辺縁部に噴射しないこと。[空気塞栓症や皮下気腫を引き起こ 

すおそれのため] 
 

【形状・構造及び原理等】 

1. 構成品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

※：ペリオチップ スターターセットのみ 
 
2. 原材料 

ペリオチップ PEEK、ステンレス鋼 

ペリオチップ用アダプタ ステンレス鋼 

プロフィー ペリオパウダー注 1） グリシン、その他 

注 1）一般的名称：歯面研磨材、届出番号：27B2X00359001017 

 
【使用目的又は効果】 

歯科用ユニットより供給される圧縮空気により歯面研磨材を

水と共に噴出し、歯面を清掃又は研磨する。 
 

【使用方法等】 
1. プロフィー ペリオパウダーの充填 

(1) パウダー用コンテナを矢印と逆方向に回して取外す。 
(2) ペリオパウダーの容器をよく振ってから、パウダーをペリ 

オパウダー用コンテナに充填する。 
(3) パウダーノズルＫ（穴小）が装着されていることを確認し、 

必要な場合は交換する。 
(4) パウダーをこぼさないようにコンテナをまっすぐに持ち、 

矢印の方向に回して取り付ける。 
 

2. ペリオチップの着脱 
(1) ハンドピースにペリオチップ用アダプタを挿入し、時計方

向に止まるまで回す。ペリオチップ用アダプタとマークの

位置が合っていることを確認する。 
 
 
 

 
 

(2) ペリオチップをペリオチップ用レンチにスライドさせて取

り付ける 
 
 
 

 
(3) レンチを指で把持してチップをアダプタ内に挿入し、レン

チを時計方向に回し、チップをアダプタに装着する。 
 
 
 
 

 
 

(4) ペリオチップ用レンチを外し、ペリオチップを引いて確実

に装着されていることを確認する。 
 
 
 
 
 

(5) 使用後は、ペリオチップ用レンチをペリオチップにスライ

ドさせて取り付け、ペリオチップ用レンチを反時計方向に

回し、ペリオチップをペリオチップ用アダプタから取り外

す。 
 

(6) ペリオチップ用レンチからペリオチップを取り外す。 
(7) アダプタを反時計方向に回して、ハンドピースから取り外

す。 
 

3. 患者への施術 
(1) 施術中は、排唾管及び吸引管を使用し、唾液、及び余分な 

水と歯面研磨材を吸引する。 
(2) ペリオチップ先端を歯肉ポケットに挿入し、約 1～2 mm 引 

き出す。軽く動かしながらペリオチップを歯肉ポケットか 
ら引き出し、噴射を停止する。歯肉に対して 30°～60°でペ 
リオチップの噴射角度を変えることができる。角度が小さ 
いほど、ポケット内に深く噴射される。噴射は 5～10 秒間 
とする。 

ペリオチップ用アダプタ※ 

ペリオチップ用クリーニングニードル 

ペリオチップ 

ペリオチップ用レンチ 

パウダーノズル K（穴小）※ 

ペリオパウダー用コンテナ 

（カバー付き）※ プロフィー ペリオパウダー※ 
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4. 施術終了時、ペリオパウダー用コンテナを空のコンテナと

交換し、約 10 秒間エア及び水を噴射してペリオチップ内

部を洗浄する。 
5. パウダー用コンテナは残った歯面研磨材を捨てて、コンテ

ナ用カバーで蓋をして保管する。 
 
［使用方法に関連する使用上の注意］ 

  歯面研磨材は包装に表記された製造年月日を確認し、使用   
期限内に使用すること。 

  規定量以上、歯面研摩材をパウダー用コンテナに充填しな  
いこと。 

  各構成品及び接続医療機器を接続したときは、互いを引っ張 
る等して、接続がはずれないことを確認すること。 

  結石及び歯石除去を行わないこと。 
  必ず水と一緒に歯面研磨材を噴射すること。 
  使用中、ペリオチップを台等に置くときは、レンチを装着 
し保護された状態で置くこと。 

  治療後は、直ちに付着している血液を除去すること。 
 

【使用上の注意】 
［使用注意（次の患者には慎重に適用すること）］ 

・歯肉縁下の深さが 3 mm 以上の患者。［気腫を起こすおそれ 
のため。］ 

・心内膜炎、免疫不全症の患者。［菌血症を起こすおそれのた 
め］ 

・患者にアレルギー症状が現れた場合は直ちに治療を中断し、 
患者の口腔内から完全にパウダーを除去すること。 

 
［重要な基本的注意］ 
  治療部位の X 線撮影を行い、治療が適用可能かどうか判断 
すること。 

  治療前、患者の口唇や口角の保護のため、ワセリンを必要 
量塗布し、保護すること。 

  患者、術者及び介助者は防護メガネを装着すること。万一 
目に入った場合は、すぐに大量の水で目を洗浄し、眼科医 
の診察を受けること。 

  患者には、エプロン、タオル、ドレープ等で皮膚や衣類へ 
の飛散を防止すること。 

  術者及び介助者はマスク及び手袋を装着すること。 
  摩耗、変形、劣化したチップの破損時、破片を誤飲しない 

よう以下を行うこと。 
  吸引管及び排唾管を手技中使用すること。 
  患者の顔を横に向ける等して、破片が気管に入らないよう 

にすること。 
  気管が開いて破片が気管に入るおそれがあるため、患 
者頭部は水平位より下げないこと。 

  治療後、患者に水で口をすすがせること。 
  治療後、患者、術者及び介助者は手を洗い、患者の顔をら 

せたクロス等で拭くこと。 
  パウダーが付着した表面は傷がつくことがある。鏡面仕げ 

の金属等、繊細な素材の近くで使用しないこと。付着した 
場合はこすったり拭き取ったりせず、吸引による除去が最 
小限の傷でとどめられる場合がある。 また、水洗可能な 
場合は、水で洗い流すこと。 

  治療後 2～3 時間は茶、コーヒー、その他変色の原因となる 
飲食物の摂取や喫煙をしないよう患者に指導すること。 

  ペリオパウダーによる治療後 1～4 週間は、1 日に 2 回、治 
療部位に抗炎症剤を塗布すること。 

  注射針と同様に、ペリオチップは密閉された容器内に入れ 
て廃棄処理すること。 
 

【保管方法及び有効期間等】 
1. 保管方法 

・熱源の近くで保管しないこと。 
・歯面研磨材は密閉して保管すること。 
・下記条件下で保管すること。 

1) 温度：-50～80 ℃(歯面研磨材以外) 
   -10～25 ℃（歯面研磨材） 

2) 相対湿度：5～95 %（結露なし） 
3) 気圧：700～1,060 hPa 

 
2. 使用期限（耐用期間） 

・ペリオチップは、10 回の使用を目途に交換する。ただし、 
交換時期は使用状況により異なるため、点検時に点検する。 

・プロフィー ペリオパウダーについては、製造の日から正 
規の保管状態を保った場合に限り 2 年。[自己認証（当社デ 
ータ）による。] 

 
【保守・点検に係る事項】 

最初の使用前、各患者への使用前、及び各使用後に滅菌・消毒・

清掃等を行う。詳細は取扱説明書を参照すること。 
 
〈滅菌方法〉 

方式 温度、時間 
プレバキューム式オートクレーブ 
（3 回脱気） 

134-1C/+4℃で 3 分以上 

重力置換式オートクレーブ 134-1C/+4℃で 10 分以上 
 

  〈消毒方法〉 
熱消毒器を用いる。もしくは消毒剤を染み込ませたクロスで 
外部を清拭する。水滴がなくなるまで内部・外部に圧縮を 
き付け、十分に乾燥させる。 

 
 ［使用者による保守点検事項］ 

点検項目 点検頻度 
ペリオチップの内部の詰まり 毎回 
構成品の変形、損傷 毎回 
チップの接続 毎回 
歯面研磨材の噴射量、状態 毎回 
注水状態、注水量、水漏れ 毎回 

 
・ 水により機能障害を発生する部品については、適宜、バキュ 

ーム装置等により残留した歯面研磨材の清掃を行うこと。 
・ 水から影響を受けない部品等は、適宜、30±5 ℃の脱塩水下に 

てブラシを使用して前洗浄を行うこと。 
・ 熱消毒器のみを使用し、指定外の自動消毒器及び塩素含有消 

毒剤を使用しないこと。 
・ 超音波洗浄器は使用しないこと。 
・ 手による洗浄・消毒後、水滴がなくなるまで清浄な圧縮空気 

をブローして乾燥させること。 
・ 滅菌時、機器を十分な大きさの滅菌バッグに個々に入れるこ 

と。 
・ 滅菌終了後は、湿気による腐食防止のため、直ちに滅菌器よ 

り取り出し、乾燥すること。 
・ 洗浄、消毒、滅菌時に、本機器を水や溶液等に浸漬しないこ 

と。 
・ ペリオチップは流水での洗浄はできず、腐食を起こす可能性 

があるため、ドリルビットバス内での前洗浄は行わないこと。 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 
製造販売業者氏名：カボプランメカジャパン株式会社 
製造業者 ：カボデンタル社（KaVo Dental GmbH） 
国名     ：ドイツ（Germany） 
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